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・
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・
・
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曾
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整
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・
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法
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口
所
得
税
の
税
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一
、
販
賓
の
蚊
量
、

目
、
臣
室
つ
F
T
且、、
1
A
L
L
ド
t

p
』
何
日
三
一
宅
'
G
克
4
A
j
u
u
d
F
T
L
e
F

ヌ
早
急

六
、
阪
賓
の
決

d

品川、

七
、
移
出
地
へ
の
移
動

八
.
結
論

-
、
蒐
集
組
織
の
構
成

米
の
生
産
者
か
ら
泊
費
者
へ
枇
曾
的
に
疏
通
し
て
ゆ
く
の
は
、
も
と
よ
り
個
々
の
商
人
の
貿
集
め
お
よ
び
責
捌

き
を
原
因
と
し
て
成
立
す
る
現
象
に
は
相
違
な
い
。
け
れ
ど
も
し
ば
ら
く
商
人
の
責
貿
活
動
か
ら
離
れ
て
、
米
の

吐
舎
的
流
通
そ
の
も
の
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
第
一
に
米
は
ま
づ
生
産
地
方
ま
だ
は
移
出
地
方
に
お
い
て
各
生

産
者
か
ら
蒐
集
せ
ら
れ
、
第
二
に
こ
れ
ら
の
生
産
ま
た
は
移
出
地
方
か
ら
消
費
地
方
に
向
っ
て
流
通
し
、
第
三
に

消
費
地
方
に
お
い
て
夏
に
各
消
費
者
に
分
配
さ
れ
つ
う
あ
る
。
こ
れ
は
商
人
の
意
識
や
目
的
と
は
濁
立
せ
る
一
の

枇
舎
経
済
現
象
で
あ
る
。
例
へ
ば
生
産
地
方
の
移
出
商
人
は
、
農
家
ま
た
は
仲
買
人
か
ら
安
債
に
買
取
り
、
之
を

消
費
地
の
問
屋
に
移
迭
し
て
、
そ
の
聞
の
差
益
を
得
忍
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
唯
一
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、



ま
た
今
日
の
一
世
舎
で
は
そ
れ
に
て
足
り
る
も
の
で
あ
る
。

こ
と
自
憶
は
、
彼
等
の
目
的
で
も
な
く
、

等
の
責
買
活
動
ぞ
の
も
の
は
、

そ
の
地
方
の
米
を
蒐
集
し
て
消
費
地
に
蓮
繋
せ
し
な
る

ま
た
必
や
し
も
彼
等
の
意
識
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

の
み
な
ら
子
被

各
地
方
の
消
費
地
問
屋

へ
の
分
配
と
、

多
〈
の
場
合
に
、
農
家
ま
た
は
仲
買
人
か
ら
の
蒐
集
と
、

こ
の
こ
と
は
生
産
ま
た
は
移
出
地
方
に
あ
る
産
地
仲
買
人
に

例
へ
ば
産
地
仲
買
人
は
多
敷
の
農
家

小
貰
商
人
は
多
数
の
正
米
商
人
よ

こ
の
雨
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
消
費
都
市
に
あ
る
小
責
商
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

よ
り
買
集
む
る
と
同
時
に
、
ま
た
多
敷
の
移
出
商
人
へ
分
配
す
る
こ
と
多
く
、

り
買
集
め
て
は
、
之
を
多
数
の
消
費
者
に
分
配
す
る
か
ら
で
あ
る
。

之
と
は
別
じ
ま
仁
、
同
じ
く
縦
訓
官
目
的
に
見
る
場
合
に
、

つ
い
て
も
、

と
に
よ
っ
て
お
こ
る
蒐
集
お
よ
び
分
配
が
あ
る
。

の
杭
通
過
程
営
巣
な
芯
側
の
経
盛
者
か
ら
見
る
ご

例
へ
ば
正
米
卸
責
商
人
と
白
米
小
貰
商
人
L
」
の
取
引
と
い
ふ
同

|司

の
流
通
過
程
も
、

之
を
正
米
商
人
よ
り
見
れ
ば
分
配
で
あ

h
、
之
を
小
頁
商
人
よ
り
見
れ
ば
蒐
集
で
あ
る
。

の
場
合
に
も
ま
た
正
米
商
人
ま
た
は
小
責
商
人
と
い
ふ
粧
替
の
側
よ
り
見
た
る
こ
と
に
は
相
違
は
な
い
。
(
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け
れ
ど
も
わ
れ
/
¥
ー
が
蒐
集
過
程
と
い
ひ
分
配
過
程
と
い
ふ
は
、
か
く
の
加
さ
一
個
の
商
人
の
責
買
活
動
の
雨

面
と
し
て
併
存
す
る
蒐
集
お
よ
び
分
配
で
も
な
く
、

ま
た
-
佃
の
疏
通
過
程
を
一
向
面
の
一
鰹
経
由
よ
り
見
た
ろ
蒐
集
お

よ
ぴ
分
配
で
も
な
い
。

に
祉
曾
に
現
は
れ
来
る
所
の
蒐
集
ま
た
は
分
配
で
あ
る
。

そ
れ
は
商
人
の
責
買
活
動
の
綜
合
の
結
果
と
し
て
、
一
枇
命
円
経
梼
現
象
と
し
て
自
然
発
生
的

こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
前
記
の
産
地
仲
買
人
は
、
そ

の
個
人
的
経
営
に
お
い
て
は
、
買
集
め
と
貰
捌
き
の
南
商
事
乞
有
す
る
に
拘
ら
や
、

枇
曾
的
に
は
、

蒐
集
過
程
に
あ

っ
て
蒐
集
機
能
F
d
r
-

分
躍
す
る
も
の
で
ゐ
る
コ

、司伊
n
H
a
1

、J

、
-Z3tt
】、

一
三
ム
剥
羽

J
H
U
，A
重
F44tFA?に

個
人
的
に
は
同
じ
〈
買
集
三
と
寅
捌
き

ど
な
す
に
拘
ら
v

一
九
枇
曾
的
に
は
分
配
過
程
に

J

の
っ
て
分
配
機
能
守
分
轄
す
る
い
い
週
ゴ
ニ
な
い
っ

か
く
の
如
く
し
て
わ
れ
/
¥
は
、
商
人
の
責
買
活
動
の
世
舎
的
綜
合
の
結
果
と
し
て
、

自
然
後
生
的
に
祉
舎
に

成
立
す
る
に
至
る
所
の
商
業
組
織
を
分
っ
て
、
蒐
集
組
織
と
分
配
組
織
と
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
本
論
に
お
け
る

問
題
は
、

こ
の
う
ち
専
ら
蒐
集
組
織
に
関
す
る
。

米
の
蒐
集
組
織
は
ま
づ
第
一
に
農
家
の
販
責
に
出
後
し
、
産
地
仲
買
人
に
よ
る
買
集
め
や
症
で
、
移
出
商
人
に

よ
る
蒐
集
お
よ
び
蓮
葉
と
な
る
。
地
方
に
よ
り
で
は
、
生
産
地
の
正
米
市
場
に
よ
っ
て
蒐
集
機
能
を
果
し
つ
?
の

る
所
も
あ
る
が
、
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
別
論
に
ゆ
づ
り
、
こ
ラ
で
は
ま
づ
蒐
集
組
織
の
出
後
鈷
と
し
て
の
農
家
の
販

責
に
つ
き
研
究
す
る
こ
と
冶
す
る
。

本
論
に
お
け
る
資
料
は
、
す
べ
て
各
府
牒
の
穀
物
検
査
所
、
そ
の
支
所
お
よ
び
出
張
所
の
厚
意
に
よ
り
、
筆
者

の
蒐
集
す
る
所
に
よ
る
。
ま
づ
最
近
五
ヶ
年
平
均
の
移
出
数
量
に
も
と
づ
き
、
主
要
な
る
移
出
地
方
二
十
軒
首
位

以
上
)
舎
と
り
、
夏
に
こ
れ
ら
の
府
鼎
内
の
主
要
移
出
地
教
ケ
所
づ
〉
(
各
府
賂
穀
物
検
査
報
骨
害
に
よ
り
移
出
薮
昼
、
4
地
理
的



分
布

5
Z考
慮
し
て
平
均
五
ケ
所
づ
L
)

公
選
ん
で
、
そ
の
地
に
駐
在
す
る
穀
物
検
査
支
所
ま
だ
は
出
張
所
に
依
鴫
し
、
記

故
事
項
に
つ
き
同
容
を
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
穀
物
検
査
所
は
今
日
で
は
す
べ
て
牒
管
機
関
と
な
り
、
農
家
ま
た

は
商
人
の
何
れ
の
一
側
に
偏
す
る
こ
と
も
な
〈
、
利
害
関
係
を
離
れ
た
る
第
三
者
と
し
て
存
在
し
、
且
っ
そ
の
地
方

の
米
の
取
引
状
況
に
精
通
し
ま
た
ほ
調
査
し
う
る
最
も
便
宜
の
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
報
告
は
比

較
的
に
信
頼
す
る
に
足
る
も
の
と
信
す
る
。
調
査
を
依
鴫
せ
る
個
所
は
、
二
十
軒
百

O
二
ゲ
所
に
わ
た
る
が
、
そ

の
う
丸
一
回
答
を
よ
せ
ら
れ
た
る
は
、
二
十
軒
九
十
ウ
所
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
多
載
の
一
貴
重
な
る
協
力
な
く
し
て
は
、

こ
の
小
論
と
い
~
ど
も
存
在
し
え

F
り
も
の
で
ゐ
る
u

こ
の
機
舎
に
深
く
成
謝
の
志
'γ
表
寸
芯
。

ニ
、
農
家
の
賠
責
先

農
家
の
販
責
に
つ
き
先
づ
第
一
に
問
題
と
な
る
は
、
彼
等
の
販
貰
パ
ペ
ハ
円
販
貰
組
合
、
農
業
倉
庫
に
よ
っ
て
共

同
販
賓
の
形
式
を
と
る
か
、
山
ま
た
は
普
通
の
商
人
に
劃
し
て
販
寅
せ

5
3か
で
あ
り
、
後
卓
会
耳
に
、
川
直

接
に
移
出
商
人
へ
販
一
貫
す
る
か
、
作
移
出
商
人
と
の
聞
に
仲
買
人
を
介
在
せ
し
り
る
か
に
分
れ
る
。
農
家
の
版
貰

先
が
、
こ
れ
ら
の
何
れ
を
と
る
か
に
従
っ
て
、
米
の
蒐
集
組
織
は
著
し
く
そ
の
構
成
争
一
種
化
す
ろ
で
あ
ら
う
。
例

へ
ば
最
近
に
至
っ
て
急
速
に
進
展
し
つ
〉
め
る
各
地
の
販
責
組
合
ま
た
は
農
業
倉
庫
が
、
そ
の
活
動
を
十
分
な
ら

し
む
る
に
至
る
と
き
は
.
そ
の
地
方
の
蒐
集
組
織
は
少
な
か
ら
や
麗
草
さ
れ
る
。
こ
れ
が
『
牒
販
聯
』
に
よ
っ
て
地

方
的
に
聯
合
せ
ら
れ
、
更
に
『
全
版
聯
』
に
よ
っ
て
会
幽
的
に
統
合
3
る
冶
場
合
に
は
、
そ
の
取
扱
の
耗
度
に
比
例

し
て
、
そ
れ
だ
け
米
の
全
倒
的
な
る
配
給
組
織
は
一
大
慶
草
を
う
け
る
こ
と
h

な
る
。
け
れ

E
も
今
日
の
貫
際

農
家
に
お
け
る
米
的
版
賀

第
三
十
三
巻

凹

ーと

第
二
一
披

九



農
家
に
お
け
る
米
町
販
責

第
三
十
三
巻

一
一
四
入

第

披

:Jt. 

に
お
い
て
多
〈
見
ら
る
〉
如
く
、
共
同
販
買
の
落
札
者
が
そ
の
地
の
仲
買
人
ま
た
は
商
人
で
あ
石
場
合
に
は
、
そ

れ
は
必
十
し
も
産
地
商
人
の
排
除
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
Y
こ
の
場
合
と
い
へ
ど
も
、
農
家
が
個
々
直

接
に
商
人
に
販
買
す
る
場
合
に
比
す
れ
ば
‘
そ
こ
に
は
街
ほ
匡
別
さ
る
べ
き
多
く
の
特
徴
を
有
し
・
た
三
に
農
業

電
要
な
る
多
〈
の
問
題

粧
品
宵
上
よ
り
見
て
重
要
な
る
の
み
な
ら
子
、
米
の
枇
舎
的
配
給
の
上
よ
り
見
る
も
ま
た
‘

を
燕
し
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
こ
の
問
題
は
更
に
別
論
と
し
て
之
を
詳
論
す
る
で
あ
ら
う
。

産
地
仲
買
人
へ
の
販
頁
米
は
、
移
出
米
に
関
す
る
限
り
、
殆
ん
ど
す
べ
て
移
出
商
人
ヘ
輔
寅
さ
る
〉
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
仲
買
人
伝
介
在
ぜ
し
む
る
か
、
も
し
く
は
直
接
に
移
出
商
人
へ
販
賀
す
る
か
は
、
直
ち
に
蒐
集
組
織

の
疏
通
階
段
に
影
響
す
40
。
別
論
に
通
ぶ
る
が
如
〈
、
最
近
に
宝
っ
て
産
地
仲
買
人
の
衣
第
に
誠
少
す
右
傾
向
あ

h
と
せ
ば
、
そ
れ
は
謂
は
ゆ
る
『
商
人
排
除
傾
向
』
の
一
の
現
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
米
の
蒐
集
組
織
は
一

段
と
車
純
化
3
る
〉
わ
け
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
問
題
は
、
今
日
現
買
の
事
賓
と
し
て
、
農
家
の
販
頁
先
は
果
し
て
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
p

い
ま

前
記
の
主
要
移
出
地
二
十
懸
九
十
ケ
所
に
お
け
る
版
態
を
表
示
せ
ば
、
第
一
表
の
如
く
な
る
。

之
に
よ

h
て
見
る
時
は
、
各
府
眠
に
よ
っ
て
お
の
/
¥
そ
の
肢
態
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
守
、
同
一
府
牒
「
い
あ

っ
て
も
地
方
に
よ
っ
て
ま
た
多
少
の
相
違
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
韓
に
お
い
て
は
各
府
牒
に
つ
い
て
そ
れ
ん
¥

の
一
般
性
を
認
め
る
こ
と
も
出
来
る
。
今
か
り
に
、
各
々
の
卒
均
を
求
h
u
る
な
ら
ば
、
ほ
Y
こ
の
一
般
性
を
う
か

が
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
固
よ
り
こ
れ
ら
の
数
字
は
最
密
に
正
確
な
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
穀
物
検
査
所
の

推
算
に
も
と
づ
く
も
の
で
め
ら
う
。
ぞ
れ
に
も
拘
ら
字
、
わ
れ
/
¥
は
之
に
よ
っ
て
そ
の
大
躍
の
賊
態
ぞ
う
か
YF
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農

家

の

阪

責

先

嘩
民
家
必
お
け
る
米
の
淑
費

第
三
十
=
一
容

二
四
九

第
二
披

先A



農
家
に
お
け
る
米
の
版
貰

第
三
十
=
一
巻

互E
O 

第
二
披

7u 
四

ふ
に
は
妨
げ
な
き
も
の
と
信
や
る
c

第
一
に
共
同
販
貰
の
比
較
的
に
優
勢
な
る
は
、
山
口
、
溢
賀
、
茨
城
、
富
山
、
大
分
の
諸
牒
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
地
方
で
は
何
れ
も
四

O
l六
O
μ
内
外
を
占
め
る
。
そ
の
う
ち
最
も
優
勢
な
る
は
、
滋
賀
腕
の
一
地
方
(
八

O
M川
)
、
山
口
騒
の
二
地
方
(
七
O
外
)
、
茨
城
懸
の
一
一
地
方
(
七
C
M
m
)
等
で
あ
る
。
反
割
に
そ
の
劣
勢
な
る
地
方

は
、
青
森
、
宮
城
、
新
潟
、
山
形
、
一
珊
島
の
諸
問
桝
で
あ
ち
、

0
ー
一

O
%内
外
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
就
中
青

索
時
の
各
地
方
、
宮
城
、
幅
井
.
熊
本
の
一
二
の
地
方
で
は
、
会
〈
そ
の
活
動
ぞ
見
な
い
と
こ
ろ
も
あ
A
G
O
A
-
か

ち
に
こ
れ
ら
二
十
府
牒
の
平
均
佐
試
り
る
な
ら
ば
、
共
同
販
寅
は
二
五
J
?
d
u山
か
る
に
描
v
f
¥
¥
仙
の
限
寅
先
じ

比
し
最
も
劣
位
に
あ
忍
ご
と
う
な
る
。

第
二
に
共
同
販
賓
と
は
反
劃
の
極
に
あ
名
産
地
仲
買
人
へ
の
販
買
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
の
優
勢
な
る
地
方
は
、

青
森
、
山
形
.
香
川
、
岡
山
、
福
島
、
新
潟
で
あ
り
(
事
例
の
・
タ
骨
佐
賀
を
除
雪
}
そ
の
劣
勢
な
る
は
大
分
、
謹
賀
、
宮

城
、
山
口
、
茨
城
、
富
山
、
岩
手
の
諸
牒
で
あ
る
。
こ
う
で
わ
れ
/
¥
の
興
味
を
ひ
く
事
買
は
、
二
一
の
例
外
は

別
と
し
て
、
大
瞳
に
お
い
て
仲
買
人
の
優
位
な
る
地
方
は
、
恰
か
も
前
の
共
同
販
貰
の
劣
位
な
る
地
方
と
一
致
し

反
劃
に
共
同
販
買
の
優
位
な
る
地
方
は
.
恰
か
る
仲
買
人
の
劣
位
な
る
地
方
と
一
致
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
の

事
貫
に
お
い
て
別
に
論
や
る
如
く
、
最
近
に
至
っ
て
産
地
仲
買
人
の
著
し
く
減
退
し
つ
〉
あ
る
地
方
は
、
主
と
し

て
産
業
組
合
ま
た
は
農
業
倉
庫
に
よ
る
共
同
腹
責
の
急
速
に
進
展
し
つ
〉
あ
る
地
方
で
あ
っ
て
、
右
の
結
果
は
郎

ち
こ
の
事
貫
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
色
全
国
的
キ
均
に
お
い
て
は
、
な
ほ
仲
買
人
の
占
む
る
地
位
は

四
一
，
%
で
あ
り
、
三
者
中
の
最
大
を
示
し
て
、
共
同
販
貰
の
後
展
し
う
る
借
地
は
な
ほ
十
分
に
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
。



第
三
に
移
出
商
人
へ
の
直
接
販
責
は
、
宮
城
牒
に
お
い
て
特
に
優
勢
七
四
%
で
あ
り
、
大
分
.
岩
手
、

新
潟
、

滋
賀
、
福
井
の
諸
脱
〔
栃
木
版
を
除
三
こ
れ
に
衣
川
、
、
。

そ
の
最
も
劣
勢
な
る
は
、
山
口
、
香
川
、

石
川
、
青
森
、
山

形
、
茨
城
等
〈
何
れ
も
三
O
%
以
内
、
た
ど
し
佐
賀
を
除
と
で
あ
り
、
会
岨
胞
に
お
い
て
は
三
四
%
を
占
め
て
三
者
の
中
位
に

居
る
こ
と
〉
な
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
こ
と
は
必
や
し
も
蒐
集
組
織
に
お
け
る
移
出
商
人
の
地
位
室
市
す
も
の
で
は

為
ト
、

O

J
J
一J
M

何
故
か
と
言
ふ
に
、

こ
は
車
に
農
家
の
販
責
が
直
接
に
彼
等
に
依
存
す
る
程
度
を
示
す
に
過
ぎ
守
、

そ
の

位
に
仲
買
人
の
大
部
分
は
J
J

三
い
移
出
商
人
に
依
存
し
、

且
つ
今
日
の
航
態
に
お
い
て
は
、
主
(
同
販
貰
の
少
な
か
ら

ド
パ
-
る
部
分
も
土
亡
、
彼
等
移
出
商
人
に
依
存
す
る
賀
情
に
あ
る
。

米
の
「
時
服
聯
」
ま
た
は
『
金
販
聯
』
の
重
要
な
る

意
識
は
ヲ
ご
}
に
あ
る
わ
け
な
る
が
、

こ
九
，
、
っ
、
f

て
洋
九
聞
す

5
:
L
二
品
、
と
い
-
川
省
-
h
m
J
ブ

5
二
L
e
〉

f
る。

よ
よ

J
1

・
pl
、
-

-

2

E

J

z

u

-

4

1

h

t

-

a

F

，
l
ノ
-

=

n

d

d

L

、

ー

わ
れ
/
、
ー
は
ま
七
別
の
閥
角
か
ら
、
農
家
の
販
買
先
に
闘
し
て
多
く
の
型
態
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぞ

の
第
一
ほ
青
森
牒
に
よ
っ
て
最
も
顕
著
に
代
表
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
り
、
産
地
仲
買
人
へ
の
販
貰
が
大
部
分
伝
占

ゅ
、
共
同
販
買
は
殆
ん
ど
な
く
、
ま
た
一
部
分
は
直
接
に
移
出
商
人
へ
出
る
も
の
で
占
め
る
。
然
る
に
之
と
は
全
〈

反
習
に
、
仲
買
人
は
殆
八
ど
劣
位
に
落
ち
、
共
同
販
買
の
最
も
優
位
を
占
な
る
滋
賀
牒
の
如
き
が
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
極
端
の
間
に
あ
っ
て
、
ま
だ
穂
々
の
型
炉
後
見
さ
れ
る
。
即
ち
第
三
に
南
者
の
中
間
に
位
し
て
、
ほ
Y

一二等

分
さ
る
〉
秋
田
の
如
さ
が
あ
り
、
第
四
に
宮
城
の
如
〈
移
出
商
人
に
重
心
の
め
る
も
の
、
第
五
に
山
形
、
一
繭
島
、

の
如
〈
仲
買
人
に
重
心
の
あ
る
も
の
、
第
六
に
新
潟
、
千
葉
の
如
く
仲
買
人
と
移
出
商
人
に
均
分
さ
る
〉
も
の
、

第
七
に
岩
手
、
富
山
の
如
〈
共
同
販
買
と
移
出
商
人
に
均
分
さ
る
〉
も
の
、
而
し
て
最
後
に
、
共
同
販
貰
に
主
力

の
め
っ
て
市
も
仲
買
人
の
蔑
存
す
る
山
口
、
茨
城
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

農
家
に
お
け
る
米
の
版
貰

第
三
十
三
谷

二
五

第
二
就

九
五



農
家
に
お
け
る
米
自
販
費

第
三
十
=
一
巻

五二

第
二
琉

九

今
試
み
に
こ
れ
ら
の
諸
型
態
を
と
っ
て
、
理
論
的
に
考
へ
ら
る
る
後
展
階
段
の
順
序
に
排
列
し
、
お
の

/
L
の

特
徴
を
圃
示
す
れ
ば
究
の
如
く
な
る
。
そ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
重
心
左
謹
の
原
理
が
行
は
れ
る
。
た
-3

現
買
の
歴

史
の
愛
展
が
.
果
し
て
こ
の
順
序
に
進
か
か
ど
う
か
、
換
言
せ
ば
左
表
一
の
型
態
か
ら
順
次
に
七
の
型
態
に
ま

で
、
歴
史
的
に
こ
の
順
序
を
迫
ふ
て
費
展
す
る
か
ど
う
か
は
、
い
ま
わ
れ
/
¥
の
貰
読
し
え
.5
る
所
で
あ
る
。

(五ジ

(由 私j

(宍)

(ロ

岩ノ

ゐj

(手

三

、

服

責

の

最

量

( 'I!~J) 

()J.九

い¥)

f2f 

農
家
の
販
買
に
閥
す
る
第
二
の
一
問
題
は
、
そ
の
数
量
的
問
題
で
あ
る
。
商
品
と
し
て
責
出
さ
る
〉
米
の
全
国
的

数
量
に
つ
い
て
は
、
供
給
の
問
題
と
関
聯
し
て
之
を
別
論
に
ゆ
づ
り
、
こ
冶
で
は
先
づ
前
記
の
主
要
移
出
地
に
お



げ
る
標
準
的
農
家
に
つ
き
、

そ
の
一
ヶ
年
の
販
貰
数
量
が
、

地
方
的
に
い
か
に
相
違
す
る
か
を
概
親
し
、

究
い
で

こ
の
一
ヶ
年
の
販
頁
組
敷
が
、

準
的
農
家
の
販
責
概
数
を
小
作
‘

い
か
に
分
割
さ
れ
つ
〉
販
貰
き
る
〉
か
を
見
る
こ
と
〉
す
る
。

自
作
.
地
主
別
に
表
示
し
だ
る
第
二
表
を
示
す
ご

左
に
各
地
方
の
標

第

表

標
準
的
農
家
の
一
ヶ
年
版
責
数
量
〔
概
算
俵
数
)
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司
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こ
れ
に
よ
れ
ば
府
脇
に
よ
っ
て
相
違
め
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
大
韓
の
一
一
般
性
と
し
て
認
め
ら
る
う
こ
と
は

何
れ
の
所
に
で
も
販
責
数
量
の
大
小
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
小
作
・
自
作
・
地
主
の
順
序
で
あ
る
。
ま
だ
小
作
の
大

な
る
所
は
大
韓
に
お
い
て
自
作
お
よ
び
地
主
色
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
替
の
規
模
こ
と
に
牧
獲
翠
が
地
方
的
ぷ
ほ

Y

一
定
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
之
を
全
韓
と
し
て
見
れ
ば
、
大
韓
に
小
作
は
約
二
十
五
俵
内
外
、
自
作
は
六

十
俵
、
地
主
は
二
百
俵
内
外
と
な
る
。
小
作
が
か
く
の
如
き
販
責
力
を
有
す
る
こ
と
は
如
何
と
思
は
れ
る
が
¥

は
金
剛
の
う
ち
比
較
的
好
俊
件
に
あ
る
べ
き
主
要
移
出
地
の
標
準
的
農
家
で
あ
九
¥

一
は
必
す
し
も
販
寅
後
の
買

戻
し
を
控
除
せ
、
さ
る
こ
と
か
ら
来
る
も
の
で
あ
ら
う

u

何
れ
に
せ
よ
わ
れ
/
¥
は
之
に
よ
っ
て
極
め
て
大
躍
で
は

あ
る
が
、
彼
等
の
販
寅
数
量
宇
ヲ
か
JV

ふ
こ
と
が
出
来
る
。

き主

ES 言麦I
j量



教
量
ド
い
開
す
る
第
二
の
問
題
は
一
回
の
販
貰
に
お
け
る
車
位
数
量
で
あ
る
。

一
時
貰
か
の
問
題
に
関
聯
す
る
。
蓋
し
一
回
の
販
貰
数
量
と
一
ヶ
年
の
販
責
載
量
が
一
致
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

純
然
に
る
一
時
貰
に
よ
る
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
雨
者
の
数
量
が
互
に
相
蓮
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
程
度

に
比
例
し
て
、
卒
均
買
の
行
は
れ
つ
〉
め
る
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

回
の
販
貰
敷
量
に
関
す
る
平
均
概
数
を
見
る
に
第
三
表
の
如
く
な
る
。

第
三
表

府大熊千栃茨稲山秋宮:岩背

こ
の
問
題
は
農
家
必
平
均
買
い
μ

、

い
ま
前
記
の
主
要
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出
地
に
つ
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合
言T
で
あ
る

-四・

之
に
よ
れ
ば
十
俵
内
外
を
も
っ
て
最
多
と
し
、
回
、
五
俵
こ
れ
に
つ
ャ
。
回
よ
り
こ
れ
は
極
め
て
大
轄
の
平
均

航
態
-
い
す
ぎ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
卒
均
責
か
一
時
寅
か
の
却
何
は
、
農
家
の
鰹
管
形
態
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
地

農
家
に
お
付
る
米
の
航
費

第
一
一
一
十
三
谷

二
五
五

第
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農
家
に
お
け
る
米
の
版
貢

第
三
十
三
容

二
五
六

第
二
就

O 
O 

主
主
自
作
・
小
作
正
に
よ
h
ノ
甚
だ
し
く
相
違
し
、
ま
た
一
回
の
販
責
数
量
は
、
そ
の
時
期
を
異
に
す
る
に
従
っ
て

例
へ
ば
牧
獲
期
と
端
境
期
に
よ
り
、
ま
た
米
慣
の
騰
落
に
よ
り
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
小
作
よ

一
回
の
版
責
敷
量
は
紹
調
的
仁
は
大
で
あ
る
。
け
れ

り
も
自
作
に
お
い
て
、
ま
た
自
作
よ
り
も
地
主
に
お
い
て
、

ぎ
も
平
均
買
を
な
し
う
る
能
力
は
、
恰
も
之
と
同
じ
順
序
に
逓
増
す
る
か
ら
、
相
封
的
に
は
一
回
の
販
士
一
貫
教
量
は

小
作
に
お
い
て
最
大
、
地
主
に
か
い
て
最
小
と
な
る
。
自
作
こ
と
に
小
作
に
あ
っ
て
は
、
平
均
買
を
な
す
意
思
は

あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
な
し
う
る
だ
け
の
飴
力
が
な
い
。
従
っ
て
彼
等
は
や
む
な
く
牧
獲
時
の
資
金
需
要
に
部
制
さ

れ
て
、
一
時
占
民
営
な
す
こ
と
〉
な
る
。
蓋
レ
多
く
の
農
家
に
ゐ
つ
て
は
、
彼
等
日
何
時
ど
れ
だ
け
の
眠
貰
伝
な
す

か
の
直
接
の
動
機
は
、
そ
の
時
々
に
お
け
る
貨
幣
の
必
要
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
肥
料
の
購
入
。
租
税
の

納
入
等
の
仁
め
貨
幣
を
必
要
と
す
る
に
歪
る
時
、
そ
の
必
要
な
る
限
度
だ
け
米
を
貨
幣
化
す
る
。
従
っ
て
貨
幣
の

必
要
が
平
均
化
さ
る
〉
な
ら
ば
、
彼
等
の
販
責
も
ま
た
平
均
化
さ
れ
る
。
た
ヨ
現
買
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
必
要

は
主
と
し
て
牧
獲
時
に
集
中
さ
れ
る
。
従
つ
で
ま
た
彼
等
の
版
責
も
股
獲
時
に
集
中
さ
れ
て
、
一
時
責
と
な
ら
ゴ

る
を
得
な
い
。
近
来
農
家
平
均
貰
の
奨
胸
き
る
〉
結
果
と
し
て
、
究
第
に
平
均
責
の
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

之
を
自
作
も
し
く
は
小
作
に
ま
で
徹
底
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
卒
均
曹
の
軍
な
る
奨
励
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
之
と
同
時
に
農
家
金
融
の
途
を
十
分
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
.
彼
等
を
し
て
そ
の
意
思
と
共
に
、
そ
の
能
力

い
ま
平
均
責
お
よ
び
一
時
責
に
関
す
る
各
地
万
の
版
鵡
を
左
に
表
示
す
る
。

を
有
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

之
に
よ
り
て
大
韓
の
状
態
を
示
す
も
の
と
せ
ば
、
現
在
に
お
い
て
は
卒
均
寅
よ
り
も
寧
ろ
一
時
貰
へ
随
時
き
の
行

は
る
〉
地
方
が
多
い
。
け
れ
ど
も
最
近
の
傾
向
に
お
い
て
は
、
平
均
責
増
加
の
傾
向
に
あ
る
地
方
は
厩
倒
的
に
優
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wm
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時
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自
小
作
の
平
均
賓
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行
は
る
L

地
方
で
あ
る
。
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農
家
に
於
け
る
米
の
販
費

第三十一一一巻

一一h: 
ノ、

第

自主

O 

勢
で
あ
る
。
地
主
の
平
均
賓
と
自
作
・
小
作
の
一
時
買
の
行
は
る
る
地
方
炉
、
南
者
の
相
違
な
き
地
方
に
比
し
て
甚

だ
し
く
多
数
に
上
る
の
は
、
前
遁
の
理
由
よ
り
明
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
た
V

地
方
に
よ
っ
て
、
反
封
に
地
主
の

一
時
賓
と
自
作
・
小
作
の
卒
均
責
が
行
は
れ
る
の
は
、
地
主
が
意
識
的
に
米
債
の
通
勤
を
利
用
ぜ
ん
と
す
る
一
時

責
主
、
之
民
到
し
て
比
峻
的
飴
搭
あ
る
自
作
・
小
作
日
、
必
要
に
臆
じ
て
随
時
に
貨
幣
化
す
る
結
果
と
し
て
自
然
に

行
は
る
う
平
均
責
と
の
封
立
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

回

、

販

賓

の

建

値

農
家
の
駅
青
に
閥
?

3
第
一
一
一
の
問
題
は
そ
(
什
一
波
貞
の
匙
舗
で
わ
己
っ

々
の
問
題
は
、
そ
れ
自
身
に
お
け
る
長
短
は
姑
ら
〈
別
と
し
て
、
わ
れ
/
¥
の
見
地
か
ら
は
、
生
産
者
か
ら
消
費

者
に
至
る
各
階
段
に
お
い
て
、
椛
に
建
値
の
統
一
ぎ
る
¥
一
こ
と
が
望
ま
し
い
。
然
る
に
今
日
の
買
際
に
お
い
て
は
、

メ

1
ト

Y
法
の
賓
施
さ
れ
つ
〉
あ
る
白
米
小
責
商
に
あ
っ
て
は
、
失
第
に
一
コ
キ
ロ
グ
一
プ
ム
を
建
値
と
す
る
傾
向

に
あ
る
が
、
正
米
市
場
お
よ
び
期
米
市
場
に
あ
一
っ
て
位
、
今
な
ほ
例
外
な
く
支
米
一
石
遺
が
行
ば
れ
る
。
従
っ
て

今
日
の
消
費
者
の
大
部
分
ほ
、
現
貰
の
正
米
相
場
と
小
責
相
場
と
の
聞
に
、
明
ら
か
な
る
蓮
絡
を
断
た
れ
て
ゐ
る
。

然
ら
ぱ
農
家
の
販
貞
に
お
い
て
は
、

a
a
l
t
v
〉

u

-

E
」

4
4
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2
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5
2
U
力
型
・

一
般
に
い
か
な
る
建
値
が
行
は
れ
つ
う
あ
る
か
、
い
ま
前
記
の
主
要
移
出
地

に
お
け
る
般
態
を
第
五
表
と
し
て
弐
に
掲
げ
る
。
表
中
の
数
字
ば
、
そ
の
建
値
の
行
は
る
る
調
安
一
移
出
地
の
教
で

あ
り
、
府
牒
括
弧
内
の
数
字
は
そ
の
合
計
で
あ
る
。

之
に
よ
り
て
見
る
時
は
、
一
俵
建
の
み
の
行
法
る
〉
の
は
、
山
形
、
福
井
、
山
口
お
よ
び
九
州
の
諸
問
材
で
あ
る
。

之
に
衣
い
で
ほ
一
石
建
も
ま
だ
か
な
り
に
行
法
れ
、
ぞ
れ
の
み
の
行
法
る
、
の
よ
、
若
手
、
宮
城
、
富
山
、
石
川
、
香
川
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※
青
森
脇
に
お
け
る
そ
の
他
一
は
「
籾
十
貫
一
一
段
建
]
で
あ
る
。

右
建
一

革
研

E 
-四

- j;~ 二 1:: ー

駄

|書i建

三 01

回目

四五!

そ

の

他
筒
断回同圃・

'--・E ・--ーー刷・同・--・E ・-ー"

で
あ
る
。
第
三
に
今
日
な
ほ
一
駄
(
二
俵
)
建
の
地
方
の
少
な
か
ら
や
品
目
見
ぎ
る
う
の
は

b
し
ろ
意
外
と
す
る
に
足

る
。
一
踊
島
、
千
葉
、
溢
賀
等
こ
れ
に
属
す
る
。
最
後
に
例
外
と
し
て
は
籾
十
貫
一
俵
建
の
行
は
る
、
所
さ
へ
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
農
家
の
販
責
に
は
種
々
の
建
値
が
相
並
ん
で
行
は
れ
つ
う
あ
る
が
、
金
曜
と
し
て
は
俵
建
を
も
っ

て
最
も
優
勢
主
す
る
。

3
て
建
備
が
一
石
建
・
一
俵
建
・
一
駄
賃
・
籾
十
貫
建
の
順
序
に
進
な
に
従
っ
て
、
消
費
地

に
お
け
る
正
米
相
場
ま
た
は
期
米
相
場
と
の
明
ら
か
な
る
連
絡
を
た
〉
る
冶
こ
と
う
な
る
。
籾
十
貫
一
俵
建
の
農

家
庭
相
場
と
.
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
建
の
白
米
小
責
相
場
と
を
比
較
費
照
せ
し
む
る
こ
と
は
、
こ
と
に
農
家
に
と
っ
て

は
容
易
の
業
で
は
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。
(
未
完
)

農
家
に
於
け
る
米
の
阪
貰

第
三
十
三
容

二
五
九

第

盟主

一O三


